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菊池幽芳『己が罪』
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明治40年代現今読書社会に於ける二個要求は、厳
粛純潔なる家庭に用ゐらるべき趣味あ
る読物、及び児童の心境知識を開発す
べき無害の物語類なるべし（「蕉窓漫
言」『帝国文学』M33.7）
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明治40年代一部の中流社会進んでは上流の微々た
る一小部分に於て、軟文学を愛好するの
士を出し……従来の小説に比較して、高潔
なる悔悟、献身的熱愛を含める (文芸小
観 小説の新要求、新声、明34.6
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今の家庭小説家は自ら文芸の聖壇を下り
て、青年子女の前に平身低頭せる意気地
無き惰弱漢也（登張竹風「自分評論」『読
売新聞』M38.10.29）
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島崎藤村『若菜集』春陽堂、1897年



1906(明39).3 自費出版 『東京朝日新聞』1908(明41).4.7-8.19
自費出版



『蒲団』評

• 此の一篇は肉の人、赤裸々の人間の大胆なる懺悔録である。此
の一面に於いては、明治に小説あつて以来、早く二葉亭風葉藤村
等の諸家に端緒を見んとしたものを、此の作に至つて最も明白に
且意識的に露呈した趣がある。（島村抱月『早稲田文学』明40.10）

• その芸術上の出来栄えは暫く措いて問はず、むしろその勇気が実
に文学史上の功績である。（近松秋江『早稲田文学』）

• かかる人には此くの如き心理現象があり得るだらうとは思つたが、
あつたらしいといふ感じは起らなかつた（太田正雄『明星』明
40.10）

• まだまだ自然に描写が出来て居ない、斯う云ふ人間が実際に有り
得べきやうにはどうしても受取れない。（与謝野寬『明星』）



近松秋江 正宗白鳥 岩野泡鳴徳田秋声

自然主義作家たち
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日本の小説は筋骨逞しき四十以
上の男が……其全力を傾注し命懸
けでする仕事たるに足るかどうか
と云ふ疑いは……自然に起らざるを
得ない

（坪内逍遙、功名心と日本の小説、
趣味、M41.1）
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大正
小説家と云ふ者は
ソンな神聖な有難
い商売ぢやない、
油屋が油を売るや
うに、原稿を書いて
売つて衣食する職
業だ（黒衣僧、小説
家の告白、新潮、

M39.11



「如何にして文壇の人となりし乎」（『新潮』M41.8~42.2）

• 要するに極平凡なもので、文壇の人となるより外仕方なくてなつた……自
分の天分だとは決して思はない （正宗白鳥）

• 仕方なく、まあ斯うしてずる／＼と文学者のやうなものになつて了つたの
です （徳田秋江）

• 唯、づる／＼になつて来たのである（真山青果）
• 優美に見えた女との闘ひよりは、卑しい金の為の闘ひが、遙かに真面目
でもあり、男らしい闘であると自覚した（小山内薫）

「文芸は男子一生の事業とするに足らざる乎」（『新潮』M41.11）

• 如何なる事業も人生に取つて詰らぬ筈はない、文芸も其一つである（小
杉天外）

• 単に文芸のみではない。世の中の総ゆる職業に対して、其疑ひは起こつ
て来る（島村抱月）

• 兎に角十分推敲して食つて行かれるだけの原稿料を払つて貰ひたい（佐
藤紅緑）
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自然主義の時代

• 日露戦後のメディア状況
• 「作家」の商品化
• 告白という制度：写生文→内面の吐露
• 近代小説の文体の確立
• 作品と作家の重なり
• 読者共同体の形成：インサイダー・同質性
• 「文学」のジェンダー化



夏目漱石「田山花袋君に答ふ」
（『国民新聞』M41.11.7）

• 拵へものを苦にせらるゝよりも、活きて居ると
しか思へぬ人間や、自然としか思へぬ脚色を
拵へる方を苦心したら、どうだらう。拵へた人
間が活きてゐるとしか思へなくつて、拵へた
脚色が自然としか思へぬならば、拵へた作者
は一種のクリエーターである。



写生←→文範主義

夏目漱石「写生文」『読売新聞』1907.1.20

文章の面白さにも様々あれども古文雅語などを用ゐて言葉のかぎりを主としたる
はこゝに言はず。また作者の理想などたくみに述べて趣向の珍しきを主としたる文
もこゝに言はず。こゝに言はんと欲する所は世の中に現れ来りたる事物(天然界に
ても人間界にても）を写して面白き文章を作る法なり。或る景色又は人事を見て面
白しと思ひし時に、そを文章に直して読者をして己と同様に面白く感ぜしめんとする
には、言葉を飾るべからず、誇張を加ふべからず，只ありのまゝに見たるまゝに其
事物を模寓するを可とす。
正岡子規「叙事文」『日本』1900

漱石の「作者／読者」



吾輩は猫である



漱石的三角形『坊ちゃん』

男：赤シャツ 男：うらなり

女：マドンナ



漱石的三角形『虞美人草』

男：宗近 男：小野

女：藤尾



漱石的三角形『三四郎』

男：野々宮 男：三四郎

女：美禰子



漱石的三角形『それから』

男：平岡 男：代助

女：三千代



漱石的三角形『門』

男：安井 男：宗助

女：お米



漱石的三角形『彼岸過迄』

男：高木 男：須永

女：千代子



漱石的三角形『行人』

男：一郎 男：二郎

女：お直



漱石的三角形『こころ』

男：先生 男：K

女：静 お嬢さん



漱石的三角形『こころ』

男：先生 男：青年

女：奥さん

こころ論争
小森陽一「「こころ」を生成する「心臓(ハート)」『成城国文学』 (1), 41-52, 1985-03
石原千秋「「こゝろ」のオイディプス : 反転する語り」『成城国文学』 (1), 29-40, 1985-03
三好行雄「ワトソンは背信者か--「こころ」再説」『文学』 56(5), p7-21, 1988-05

恋に上る楷段なんです。異性と抱き合う順序として、まず同性の私の所へ動いて来たのです

上１３



漱石的三角形『明暗』

男：関 男：津田

女：清子 女：お延

女：吉川夫人
お秀



森鷗外『青年』 籾山書店大正2年刊



「金井君も何か書いて見たいという考はおりおり起
る。哲学は職業ではあるが、自己の哲学を建設し
ようなどとは思わないから、哲学を書く気はない。そ
れよりは小説か脚本かを書いて見たいと思う。しか
し例の芸術品に対する要求が高い為めに、容易に
取り附けないのである。そのうちに夏目金之助君が
小説を書き出した。金井君は非常な興味を以て読
んだ。そして技癢を感じた。」

森鷗外「ヰタ・セクスアリス」『スバル』1909（M42）.7

「三四郎」
『朝日新聞』1909(M42).9.1〜12.29

「青年」
『スバル』1910(M43).3-1911.8



三四郎

三四郎

謎の女
美禰子

男
＝野々宮

だめな男
＝与次郎

よし子



青年

純一

謎の女
＝坂井夫人

男
＝大村

だめな男
＝瀬戸

お雪さん



『青年』十
• 予期していなかったのはそればかりではない。己が
知る人になるのに、こんな機縁で知る人になろうとも
予期していなかった。己は必ず恋愛を待って、始て
知る人になろうとも思わなかったが、又恋愛というも
のなしに、自衛心が容易に打ち勝たれてしまおうと
も思わなかった。そしてあの坂井夫人は決して決し
て己の恋愛の対象ではないのである。

• しかし恋愛はしない。恋愛というものをいつかはしよ
うと、負債のように思っていながら、恋愛はしない。
思慮の冷かなのも、そのせいだろうかなどと考えて
見る。

『青年』十八



『青年』十一

純一は先きへ下駄を引っ掛けて、植木屋の裏口を
覗いて、午食をことわって置いて、大村と一しょに
歩き出した。大村と並んで歩くと、動もすればこの
巌乗な大男に圧倒せられるような感じのするのを
禁じ得ない。

純一の感じが伝わりでもしたように、大村は一寸
純一の顔を見て云った。

「ゆっくり行こうね」

なんだか譲歩するような、庇護するような口調で
あった。しかし純一は不平には思わなかった。



『青年』二十一

• 純一の笑う顔を見る度に、なんと云う可哀い目附きを
する男だろうと、大村は思う。それと同時に、この時ふ
と同性の愛ということが頭に浮んだ。人の心には底の
知れない暗黒の堺がある。不断一段自分より上のも
のにばかり交るのを喜んでいる自分が、ふいとこの青
年に逢ってから、余所の交を疎んじて、ここへばかり
来る。不断講釈めいた談話を尤も嫌って、そう云う談
話の聞き手を求めることは屑としない自分が、この青
年の為めには饒舌して忌むことを知らない。自分は
homosexuelではない積りだが、尋常の人間にも、心の
どこかにそんな萌芽が潜んでいるのではあるまいかと
いうことが、一寸頭に浮んだ。



まとめ

• 自然主義の時代
• 文学の位置の変化
• 文体の確立
• 作家自身を書く文学の発生
• 自然主義／漱石／鷗外
• 虚構としての強度


